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三田社会学第6号(2001)

奥 井 復 太 郎 の 鎌 倉 調 査 ・再 訪

大都市郊外生活と郊外研究の源流

松尾 浩一郎

1.郊 外という問題

  「郊外の夢」が揺 らいでいる。これまで長いあいだ、都心の喧騒を離れた郊外住宅地は理想

の生活環境だとされてきた。少なくとも都市部のサ ラリーマン層らにとっては、「郊外 ・持ち

家 ・一戸建て」を終着地とした住み替えモデルにもあらわれているように、郊外の夢は実効性

あるものとして充分に機能していた。しか し、他のさまざまな通念や価値などがそうであった

ように、郊外の夢なるものも、相対化される運命を待つ一種の神話であったようだ。今や 「住

み替え双六」は破綻 しかかっている。過度の高齢化や空洞化が懸念されるようになった郊外地

域も少なくない。そして、「郊外に住むサラリーマンとその幸せな核家族」という像を信じら

れるほど、われわれは無邪気ではいられなくなっている。

 こうした状況を反映してか、ここのところ郊外研究が改めて注目されている。たとえば日本

都市社会学会では、2000年 度大会と2001年 度大会で、2年 連続して郊外をシンポジウムの

テーマに選んでいる。郊外とその変貌は、今日の社会を読み解くために欠かせない鍵のひとっ

となっているように思われる。

 昨今の郊外研究にも多様な系譜があ り、それ らが論ずる内容をまとめることは難しいが、な

かでもここで注目したい動きとして、歴史的展開を手がか りにして郊外社会と郊外生活を紐解

いていくというアプローチが挙げられる。つまり、郊外なるものの内実を、その形成過程と歴

史的社会的背景から捉えなおそうという試みである。

 郊外の源流をたずねる作業は、産業構造の変容や都市開発事業など郊外の形成を促した社会

的メカニズムや、家族や社交といった面で郊外が育んだ独特の生活様式などを明らかにし、そ

れ らが今日のわれわれの生活を規定するひとつの底流となっていることを指摘する。そ して、

近現代の都市社会と都市住民の社会史を、郊外をキーワー ドとした新たな視角から物語化する。

 こうしたアプローチは非常に興味深い成果を生み出してきた。 しかし、今日の視点からだけ

で郊外の起源を探っていくのには、どうしても限界がある。鶴見俊輔の論じるように、回想す

る視点だけではなく、期待の視点、つまり、まさに郊外化のただなかにあった当時の視点をも

取り入れることができれば、より豊かな物語を組み立てることができるだろう。

 日本における郊外化の歴史は、かな り古くまで遡ることも可能ではあるが、今 日までの連続

性などを考慮すれば、一応のところ大正期に原点を設定するのが妥当であると思われる。とく

に、大正期か ら昭和戦前期にかけての郊外化は、新中間層の形成などとあいまって、当時の重
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要な社会的関心事 となるほどの大きな潮流とな っていた。本稿でと りあげる奥井復太郎

(1897・1965)は 、鎌倉を主な舞台として、こうした初期の郊外化をリアルタイムで体験 し、

都市社会学者としてつぶさに観察した、郊外研究のさきがけであった。先人の社会学的遺産を

土台とした新たな研究を創造していくことが筆者の研究関心のひとつであるが、こうした視点

から、奥井復太郎の郊外経験と研究の舞台となった郊外地域 ・鎌倉を再訪してみたい。

2.奥 井復太郎 ・生成する郊外の 目撃者

 日本 にお ける都 市社会 学の先駆者 で あった奥井復 太郎 は、名著 『現 代大都 市論』(有 斐 閣

1940年)で その名を知 られ ている。奥井の仕事 を再評価す る気運 は高 ま りつつあ り、 『奥井復

太郎著作集』(大 空社1996年)が 刊行 された ことや、1997年 か ら98年 にかけて 『三 田社会

学 』(第2号 および第3号)誌 上で特集が編 まれた こと、藤 田弘夫r奥 井復太郎』(東 信堂

2000年)と いった研究書が出版された ことなど、いまだ記憶に新 しい。

 広 い視野を持つ研究者であ った奥井は、体系的な都市理論家 ・生活論の先覚者 ・フィール ド

ワーカー ・芸術家肌の思 想家 などといった、さまざまな顔を持 っていた。そ して、彼の学 問に

は、 自らの生活 に深 く根ざ した視点か ら展開されて いくとい う、顕著 な特徴が見出せる。郊外

研究 もその例外ではなか った。

 奥井 は 「江戸 っ子」的な人柄で知 られている。 自他 ともに認める東京 人であ り、東京に強 い

こだわ りを持つ 人で あった。生まれ は東京の上野であ り、 当時の奥井家 は陶器商 と質屋を営む

下町の一商家であった。1904年 には本郷 に移 り、一転 して山の手の大地主の子供 という立場

とな る。下町で 生をうけた ものの、少年時代の多 くは落ち着いた山の手の環境の もとで過 ごす

ことになる。 しか しいずれにせ よ、東京での暮 らしは、早 くも17歳 の時に終わ る。父親の病

気療養な どの事情 もあ り、1915年 には当時東京市外であった大森へ 、さ らに1917年 には後

に調査の舞台 となる鎌倉にほど近 い葉山の地へ と、転居を重ねていく。当時は、鎌倉 も葉山も、

行楽別荘地あるいは農漁村 という性格が色濃 く、一般には東京 の近傍 とは考 え られて いない。

す でに東京 は激 しく膨 張 しは じめて はいたが、大正 期前半の時点 で東京 か ら50kmも 離れた

葉山の地に移 り、かつ、三田の慶応義塾 まで 片道2時 間半 もか けて 日々通勤通学 して いた奥

井は、際立った郊外 生活 の先駆 者であった。(詳 しくは、松尾 「社 会的実験室 としての東京」

川合 ・藤田編 『都市論と生活論の祖型』慶大出版会1999年 、を参照されたい)。

 結 局、葉山 に住 み東京 に通 う生活 は、半世紀近 くにわたって終生続 けることになる。葉山で

は町会議員 を務めた こともあった。 しか しそれで も、当地の近 隣の人々 と親 しくつきあう機会

は少なかった。奥井家 と日常的な接触のある地元 の人 といえば、御用聞 きの商人にほぼ限 られ

て いた。東京へ の通勤者に代表 され る少数の郊外 生活型新住民 とは、若干の交際があった。た

とえば夫人は自宅で近隣の子 弟 ら数人 にピアノを教 えて いた とい う。ただ しこうした関係 も、

新住民のコミュニテ ィといえるような ものではな く、何 らかの選択 的なつなが りがあるもの同

士がそれぞれ随意 に交流する、というスタイルに とどまって いた とい う。奥井 は葉山に腰 を落
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ち着 けつつ も、当地の近隣社会に没入す ることはなかった。都市的な ライフス タイル を守 りな

が ら、主に東京 とのつなが りの中で暮 らし続けた。

3. 奥井の鎌倉調査と鎌倉の郊外生活者たち

 郊外生活の先駆者であった奥井の研究の眼は、自然 と郊外に向かった。葉山に住みつつも

「東京人」であり続けた彼の関心は、大都市と郊外との関係構造や、郊外に住む新中間層の

人々、そして新住民と旧住民との関係に、注がれるようになる。葉山で培われた問題意識は、

近傍の鎌倉をフィール ドとした郊外研究に結びついていく。湘南の地 ・葉山に居を定めてか ら

およそ20年 、奥井は鎌倉の調査に取り組み始める。

 奥井の鎌倉調査は、当地が東京圏の郊外として周辺に比して特異に発達していることを、住

民の属性や行動様式などから検証していくことを主たる目的として、1937年 の春に行われた。

東京的勢力がどの程度進出しているのか、従来からの旧勢力とどう葛藤 し、それらをどう飲み

込んでいくのかを、つぶさに腋分けしようと試みている。

 当時は社会学的サーベイ調査の方法論が確立されていなかった時代でもあった。そのためも

あってか、鎌倉町(当 時 ・1939年 に市制施行)の 全世帯を対象とした戸口調査という手法が

とられた。当時の学界には、こうした壮大な調査を愚挙と見る向きさえあったという。それで

も奥井は、郊外化のような過去に経験の少ない現象の研究には地道な実証調査が不可欠だ、と

いう考えを変えなかった。調査項目は、世帯構成、在住年数、前住地、職業、収入、通勤通学

先、出身校、電話の有無、などであった。回収率は8割 以上に達し、実数では5千 世帯 ・2

万5千 人を優に超える、膨大かつ詳細な鎌倉町民のデータを得ている。

 調査結果は1939年 の論文 「鎌倉町の現代相」「大都市の発展に伴ふ近郊社会の変質」(い ず

れも著作集第4巻 所収)に まとめられている。住民の類型などを字別の詳細な社会地図とし

て表現していることにまず眼を惹かれる。そして、当地の郊外生活者の姿を生き生きと描き出

している。最も典型的なのは、東京市内の山の手地区から移住 して間もないサラリーマンとそ

の核家族で、通勤先は東京に、子弟の通学先も横浜あるいは東京にある、という姿である。ま

た、横須賀の基地に勤務する海軍の職業軍人も多い。こうして奥井は、彼のいうところの東京

的勢力、とりわけ山の手的勢力が、旧来の鎌倉町の土壌の上に、急激かつ確実に根を下ろし、

人口の何割かを占めるに至っているという様相を明らかにした。

 調査データがあまりに膨大であったため、集計は簡単ではなく、研究会の学生はむろん家族

の協力までをも得て作業にあたった。それでもなお、現在の視点か らみれば、データを充分に

活用するまでには至らなかった。すでに個票は破棄されており、再分析の手だてが残されてい

ないことは悔やまれる。ともあれ、戦前期の郊外生活者や郊外地域の姿を正確に描き出した資

料は他にほとんどない中で、近代日本における郊外の起源の一面を伝えてくれる貴重な調査で

あり、郊外研究の出発点とすべき意義を今日でも失っていない。
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4.変 貌する鎌倉 と郊外のゆくえ

 郊外地域 としてみた場合 も、鎌倉の歴史の特 異性 は際立 って いる。明治初の時点 では、関東

圏の人口稠密地帯のほぼす べてが、城下町 ・宿 場町 ・港町 といった近世以来 の町場 と しての基

盤 を継承 した地域であったが、鎌倉は いずれ に も当てはまって いない。 目立った産業 もな い。

にもかかわ らず、比較的大 きな人 口を有 している。 こうした例は、関東ではほぼ鎌倉のみであ

る(藤 岡謙 二郎 『歴 史のふるい都市群』大明堂)。 初発条件か らして、鎌 倉はユニークな存在

であった。

 奥井の調査が捉 えているのは、大正昭和期 の 「第1の 郊外化」 のうね りが東京 圏を襲って

いた 頃の状況で あった。戦争な どでいったん収束 したの ち、1950年 代末か ら60年 代にかけ

て 「第2の 郊外化」の奔流が押 し寄せ る。鎌倉 はいずれの波 も正面 か ら受 け止 め、郊外化 の

趨勢の先頭に常 に立っていた。戦後 の郊外化は戦前のそれ とはかな り異なる様相を見せていた。

田園と共存する住宅街か ら宅造団地へ と、景観 は大 きく変容する。 なによ り、住民の層 も、 ラ

イ フスタイルも、大きく違 っていた。「第2の 郊外化」は、いわば大衆郊外化であった。

 さらに近年 になると、鎌倉は人 口の急減な どに象徴され る新 しい局面 を迎える。郊外の成熟
一一 あるいは衰退?一 一段階 にいち早 く達 し、なお も郊外 と郊外生活者たちの未来 を占 う重要

な位置にある。今 日鎌倉 を訪れる と、長 い歴史のなかで蓄積 された郊外文化が息づいていると

感 じられる。そ こには、2度 の郊外化の波が残 した古層が、さまざまな形で横たわっているよ

うに思われる。

 郊外化 の源流 を見据えた奥井の観察 を定点 とする と、今 日に至 るその後の鎌倉 の変遷 は、ど

う見 えて くるだ ろうか。奥井の鎌倉調査 を継承す る試 みは、1950年 代後 半に、東京市政調査

会 によってすで に行われて いるが、それ以降は残念なが ら継続的な研究は途絶えて しまってい

る。 「郊外 の揺 らぎ」 を迎 えた現在 、再 び機 は熟 したのではないだろ うか。今、筆者は、仲間

たち と鎌倉 をフィール ドとした研究 に取 り組 もうとしている。奥井のacademic sonと して何

ができるか。 こうした課題を胸 に鎌倉 と郊外のゆくえを見極めていきたい。

【附記】奥井の葉山での生活や鎌倉調査の周辺などに関する事情について、奥井四良氏からの

   ご教示をうけました。記して感謝します。

(まつお こういちろう 慶磨義塾大学文学部)
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